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会長

山口政廣

し
か
し
、
与
党
が
衆
参
両
院
で
絶
対
多
数
を
占

め
、
か
つ
、
目
立
っ
た
党
内
抗
争
の
な
い
政
治
状
況

と
な
っ
た
今
こ
そ
、
諸
政
策
課
題
に
果
敢
に
取
り
組

み
、
改
善
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
、

世
界
で
最
悪
レ
ベ
ル
の
財
政
再
建
の
た
め
、
社
会
保

障
制
度
の
再
構
築
に
踏
み
込
み
、
財
政
へ
の
不
安
を

払
拭
す
る
政
策
促
進
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
12
月
25
日
付
日
経
新
聞
（
大
学
篇
）
に
、

主
要
百
二
十
九
校
の
平
成
25
年
度
決
算
の
分
析
で

58
％
の
大
学
が
損
益
悪
化
し
た
と
あ
り
ま
し
た
。

主
な
私
立
大
の
中
で
、
母
校
明
治
は
、
帰
属
収

入
額
五
百
二
十
七
億
円
で
10
位
の
ラ
ン
ク
を
確
保
し

な
が
ら
、
帰
属
収
支
差
額
で
は
18
億
円
の
赤
字
で
、

残
念
な
が
ら
43
位
で
し
た
。

人
口
減
・
受
験
者
数
減
で
、
経
営
環
境
が
確
実

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
当
会
の
運
営
・
活
動
に
対
し
ま
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

昨
年
12
月
、
平
成
24
年
12
月
の
第
二
次
安
倍
内

閣
発
足
か
ら
二
年
、
唐
突
の
感
じ
が
否
め
な
い
、
何

を
問
う
解
散
な
の
か
、
大
義
名
分
が
見
当
た
ら
な
い

と
言
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
か
、
投
票
率
は
過
去
最
低
で
あ
っ
た

前
回
の
59
・
32
％
よ
り
更
に
大
幅
に
下
回
り
、
52
・

66
％
と
な
り
ま
し
た
。
有
権
者
数
一
億
四
百
二
十
五

万
人
の
、
ほ
ぼ
二
人
に
一
人
が
投
票
に
行
か
ず
、
選

挙
の
有
効
性
が
問
わ
れ
か
ね
な
い
深
刻
な
事
態
と

な
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
残
念
で
し
た
。

に
厳
し
く
な
る
中
、
い
か
に
経
営
を
安
定
さ
せ
る
か

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

幸
い
母
校
で
は
、
中
期
計
画
（
14
〜
19
年
度
）
が

承
認
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
教
育
・
研

究
の
充
実
や
財
政
改
善
等
の
実
行
段
階
に
入
っ
て
お

り
、
経
営
基
盤
の
確
立
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。一

方
、
私
立
大
学
経
営
を
支
え
る
財
源
の
ひ
と

つ
に
寄
付
金
が
あ
り
、
授
業
料
収
入
や
交
付
金
の
減

少
を
補
う
収
入
源
を
確
保
す
る
た
め
、
各
大
学
は
今

ま
で
以
上
に
、
卒
業
生
や
企
業
へ
支
援
の
働
き
か
け

を
強
め
て
お
り
ま
す
。

「
明
治
大
学
広
報
」
新
年
号
に
、「
募
金
特
別
号
」

が
発
行
さ
れ
ま
す
。
維
持
員
（
謝
意
を
込
め
た
称

号
）
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
具

体
的
な
大
学
支
援
と
し
て
、
皆
様
の
ご
理
解
を
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

当
会
は
、
寄
付
ば
か
り
で
は
な
く
、
母
校
が
社

会
か
ら
高
い
評
価
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
様
々
な
面

で
、
協
調
・
協
力
し
た
い
と
、
想
い
を
新
た
に
し
て

お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
、
ご
健

勝
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
の
発
展
を
支
え
る
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二
〇
一
五
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
連
合
駿
台
会
の
皆

様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、
明
治
大
学
へ
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
わ
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
日
本
社
会
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

少
子
化
、
情
報
化
の
影
響
を
受
け
、
労
働
市
場
や
産

業
構
造
が
流
動
化
し
、
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
個
人
の
価
値
観
や
働
き
方
が
多
様
化
し
、
将

来
の
見
通
し
が
不
確
か
な
い
ま
、
高
等
教
育
機
関
と

し
て
の
大
学
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
明
治
大
学
は
、
昨
年
九
月
に
、

文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支

援
事
業
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先
端
数
理

科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
の
共
同
利
用
・
共
同
研

究
拠
点
の
認
定
や
女
性
研
究
者
研
究
活
動
支
援
事
業

（
一
般
型
）
採
択
と
、
本
学
の
取
組
が
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
嬉
し
く
受
け
止
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
同
時
に
社
会
の
期
待
に
、
大
き
な
責

任
も
感
じ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
一
年
に
策
定
し
た
学

校
法
人
明
治
大
学
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
本
学
は
「
世

界
へ
―
国
際
人
の
育
成
と
交
流
の
た
め
の
拠
点　

世

界
で
活
躍
す
る
強
く
輝
く
『
個
』
を
育
て
る
教
育
研

究
の
実
現
」
を
十
年
後
の
明
治
大
学
の
姿
と
し
て
掲

げ
ま
し
た
。
二
〇
一
八
年
以
降
、
日
本
の
十
八
歳
人

口
の
減
少
は
加
速
化
し
、
二
〇
二
〇
年
代
半
ば
に
は

百
十
万
人
を
割
り
込
む
予
測
が
立
て
ら
れ
る
な
ど
、

大
学
淘
汰
の
時
代
を
迎
え
ま
す
。
本
学
は
、
教
育
・

研
究
の
一
層
の
質
の
向
上
を
図
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦

略
を
、
さ
ら
な
る
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、
推
進
し

ま
す
。

昨
年
、
本
学
は
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
、
学

校
法
人
明
治
大
学
中
期
計
画
（
第
１
期
）
を
策
定

し
、「
教
育
、
研
究
、
社
会
連
携
・
社
会
貢
献
、
国

際
連
携
、
施
設
設
備
整
備
計
画
、
財
務
戦
略
、
組

織
・
運
営
体
制
、
明
治
高
等
学
校
・
中
学
校
」
の
八

分
野
で
基
本
方
針
と
具
体
的
な
施
策
を
立
て
ま
し

た
。
そ
し
て
、
中
期
計
画
を
毎
年
度
の
事
業
計
画
と

予
算
編
成
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
中
長
期
計
画
と

単
年
度
計
画
を
リ
ン
ク
さ
せ
、
絶
え
間
な
く
事
業
の

見
直
し
を
図
り
ま
す
。
変
化
の
激
し
い
時
代
に
生
き

残
る
た
め
、
ま
ず
、
帰
属
収
支
差
額
の
改
善
に
努

め
、
強
固
な
財
務
基
盤
を
築
き
ま
す
。
そ
し
て
、
事

業
規
模
の
適
正
化
、
制
度
改
革
、
柔
軟
で
し
な
や
か

な
組
織
体
制
と
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
、
グ
ロ
ー

バ
ル
時
代
に
耐
え
う
る
大
学
経
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
困
難
か
つ
重
要
な
課
題
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
解
決
な
く
し
て
教
育
研
究
活
動
の
充
実
、

明
治
大
学
の
永
続
的
な
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
積

し
た
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
怯
む
こ
と
な
く
大

学
改
革
を
進
め
ま
す
。

連
合
駿
台
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
明

治
大
学
が
、
前
へ
、
世
界
へ
、
と
踏
み
出
す
一
年
と

す
る
た
め
に
、
今
後
と
も
引
き
続
き
、
母
校
・
明
治

大
学
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

前
へ
、
世
界
へ
、
踏
み
出
す
一
年
に

学校法人明治大学
理事長

日髙憲三
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早
い
も
の
で
就
任
三
回
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し

た
。
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
本
学
は
、
大
学
院
博
士
後
期
課
程
の
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
科
を
開
設
し
た
ほ

か
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
最
新
鋭
の
設
備
を
兼

ね
備
え
た
第
一
校
舎
６
号
館
を
竣
工
す
る
な
ど
、
教

育
研
究
環
境
の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
二
年
目
を
迎
え
た
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
文
理
融
合
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
、
そ
の
活
気

は
一
段
と
増
し
て
お
り
ま
す
。

本
学
の
昨
年
一
年
間
の
取
り
組
み
は
、
各
方
面

か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
九
月
に
は

「
世
界
へ
！　
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
８
０
０
０
―
学
生
の
主
体

的
学
び
を
育
み
、
未
来
開
拓
力
に
優
れ
た
学
生
を
育

成
―
」
が
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援

（
Ｓ
Ｇ
Ｕ
）
事
業
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
本
構
想
は
、

学
生
の
主
体
的
学
び
を
確
立
す
る
取
り
組
み
と
、
主

体
的
学
び
を
育
む
グ
ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
二

つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
基
盤
を

成
す
の
は
総
合
的
教
育
改
革
で
あ
り
ま
す
。
学
長
就

任
以
来
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
同
改
革
は
、
柔
軟
な

時
間
割
と
学
事
暦
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
教
育
の
質

的
転
換
と
国
際
通
用
性
を
よ
り
高
度
な
も
の
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
学
内
審
議
の
結
果
、
大
筋
で
合

意
を
得
ら
れ
、
順
次
、
導
入
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
世
界
的
な
大
学
間
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
中
で

Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
学
に
と
っ

て
大
変
重
要
な
意
義
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
日
本
の
大
学
の
国
際
化
を
リ
ー
ド
し
、
海
外

の
ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
と
伍
し
て
い
く
に
は
、「
明
治

の
『
教
育
力
』
の
飛
躍
」
と
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活

躍
で
き
る
「
未
来
開
拓
力
」
に
優
れ
た
毎
年
八
千
名

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
を
弛
む
こ
と
な

く
推
進
す
る
と
と
も
に
、
解
決
す
べ
き
課
題
を
ひ
と

つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
、
着
実
に
「
前
へ
」
進
ん
で
い
く

所
存
で
す
。

ま
た
、
本
学
の
質
的
向
上
に
は
、
研
究
面
で
の

飛
躍
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
昨
年
は
、
中
野
キ
ャ
ン
パ

ス
で
展
開
す
る
先
端
数
理
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー

ト
が
、
文
部
科
学
省
の
「
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠

点
」
に
本
学
機
関
と
し
て
は
初
め
て
認
定
さ
れ
た
ほ

か
、
科
研
費
の
内
定
金
額
の
増
加
や
複
数
の
大
型
研

究
も
獲
得
い
た
し
ま
し
た
。
日
本
経
済
新
聞
社
が
主

要
大
学
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る

と
、
企
業
か
ら
得
た
共
同
研
究
資
金
で
は
第
九
位
に

入
る
な
ど
、
本
学
の
研
究
力
は
年
々
向
上
し
て
お
り

ま
す
。
本
年
も
本
学
の
礎
で
あ
る
研
究
活
動
を
着
実

に
発
展
さ
せ
、
教
育
と
の
相
乗
的
効
果
で
、
更
な
る

高
み
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
本
学
の
動
向
は
社
会
か
ら
も
注
目

を
集
め
、
十
月
に
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
五
百

社
近
い
企
業
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
学
の
人
材
育
成
に
対
す
る
高
い
評
価
で
あ
る

と
同
時
に
、
今
後
へ
の
強
い
期
待
の
表
れ
で
も
あ
り

ま
す
。
本
年
も
「
次
代
を
拓
き
、
世
界
へ
発
信
す
る

大
学
」
と
し
て
、
更
な
る
一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
に
は
、
産
学
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
連
合
駿
台
会
の
皆
様
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。結

び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
連
合
駿
台
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

新
年
の
ご
挨
拶

明治大学
学長

福宮賢一
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〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

四
三
三
三
︱
二
七
九
五

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行

千
代
田
区
丸
の
内
一
︱
一
︱
二

石

井　

仁

100-
0005

所

長
・

税

理

士

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
五
︱
九
三
一
︱
六
三
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
五
︱
九
三
四
︱
〇
一
二
五

足
立
会
計
事
務
所

静
岡
県
沼
津
市
御
幸
町
二
一
︱
三
〇

足

立

吉

松

410-
0832

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
二
二
︱
二
一
七
︱
〇
〇
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
二
︱
二
一
五
︱
一
〇
八
一

株
式
会
社
エ
ー
ビ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン

仙
台
市
青
葉
区
宮
町
三
︱
八
︱
三
三

阿

部

倫

明

980-
0004

代
表
社
員

税

理

士

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
七
八
三
︱
一
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
七
八
三
︱
一
一
七
五

税
理
士
法
人
あ
い
＆
ゆ
う
税
務
会
計
事
務
所

品
川
区
二
葉
二
︱
二
四
︱
九
︱
一
〇
一

石

橋

良

一

142-
0042

常
務
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
一
七
八
︱
二
七
︱
四
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
一
七
八
︱
二
七
︱
一
五
〇
九

三
八
五
流
通
株
式
会
社

青
森
県
八
戸
市
長
苗
代
上
中
坪
三
五
︱
一

泉

山

和

久

039-
1189

代
表
取
締
役

社　
　
　

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
四
八
七
︱
〇
〇
一
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
四
八
七
︱
〇
〇
四
一

前
田
道
路
株
式
会
社

品
川
区
大
崎
一
︱
一
一
︱
三

磯　

昭

男

141-
8665

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
六
︱
六
七
七
三
︱
一
五
四
六

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
六
︱
六
七
一
四
︱
九
八
六
〇

株
式
会
社
チ
ュ
チ
ュア
ン
ナ

大
阪
市
阿
倍
野
区
天
王
寺
町
北
二
︱
三
︱
一

上

田

利

昭

545-
0001

〒Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
五
︱
八
二
一
︱
一
六
四
三

携
帯
電
話　

〇
九
〇
︱
三
二
三
一
︱
四
七
三
九

連
合
駿
台
会　

専
務
理
事

横
浜
市
戸
塚
区
平
戸
町
七
七
五
︱
一
〇

上

西

紘

治

244-
0803

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
九
九
三
︱
五
三
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
九
九
三
︱
五
三
八
三

株
式
会
社
プ
ラ
ム
社

練
馬
区
早
宮
三
︱
七
︱
四

フ
ァ
ミ
リ
エ
ビ
ル
一
Ｆ

代
表
取
締
役

宇
田
川
雄
弘

179-
0085

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
四
︱
六
四
四
︱
六
〇
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
四
︱
六
四
四
︱
五
二
九
〇

株
式
会
社
藤
枝
江
﨑
書
店

株
式
会
社
藤
枝
江
﨑
新
聞
店

静
岡
県
藤
枝
市
藤
枝
一
︱
四
︱
一
二

代
表
取
締
役

会

長

江
﨑
友
次
郎

426-
0025

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
六
六
三
︱
八
八
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
六
六
三
︱
八
八
二
八

ペ
ッ
プ
・
メ
イ
ツ
株
式
会
社

中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
四
︱
一
〇
︱
四
Ｆ

大

前

実

之

103-
0011

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
六
六
二
︱
二
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
六
六
二
︱
二
三
三
三

安
全
と
信
頼
の
警
備

タ
イ
ヨ
ー
株
式
会
社

葛
飾
区
新
小
岩
一
︱
五
七
︱
三

最
高
顧
問

大

村

託

現

124-
0024

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
六
三
︱
九
六
︱
一
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
六
三
︱
九
六
︱
三
四
〇
七

株
式
会
社
ア
マ
ダ

神
奈
川
県
伊
勢
原
市
石
田
二
〇
〇

岡

本

満

夫

259-
1196

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
二
︱
五
二
四
︱
六
五
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
二
︱
五
二
四
︱
六
五
一
五

富
士
建
物
管
理
株
式
会
社

立
川
市
羽
衣
町
三
︱
八
︱
一
一

長

田

宇

功

190-
0021

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
六
︱
六
八
一
五
︱
八
〇
一
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
六
︱
六
八
一
五
︱
八
〇
一
三

株
式
会
社
聖
和

大
阪
市
東
淀
川
区
東
中
島
一
︱
一
八
︱
五

新
大
阪
丸
ビ
ル
一
〇
〇
八
号

小
野
寺
弘
三

533-
0033
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〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

六
八
二
六
︱
六
一
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

六
八
二
六
︱
六
一
六
〇

株
式
会
社
ア
ク
ト
・
キ
ャ
リ
ア
キ
ュ
ー
ブ

中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
一
︱
一
〇
︱
一
九

第
一
川
端
ビ
ル
三
Ｆ

会

長

苅

部

彰

夫

103-
0012

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
四
三
二
︱
五
四
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
四
三
七
︱
六
六
六
八

株
式
会
社
カ
ナ
エ

港
区
浜
松
町
二
︱
一
〇
︱
二

カ
ナ
エ
本
社
ビ
ル

代
表
取
締
役

社

長

金

子

圭

太

105-
0013

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
二
︱
二
三
八
︱
一
七
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
二
︱
二
三
八
︱
一
七
九
七

金
印
株
式
会
社

名
古
屋
市
中
区
栄
三
︱
一
八
︱
一

ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
二
三
Ｆ

代
表
取
締
役

会

長

小

林

一

光

103-
0012Ｔ

Ｅ
Ｌ　

〇
四
八
︱
九
八
二
︱
〇
三
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
八
︱
九
八
二
︱
〇
三
三
九

小
山
税
理
士
法
人

代
表
社
員

小
山　

修

公
認
会
計
士

税

理

士

小
山
修
平

〒
342-
0056
埼
玉
県
吉
川
市
大
字
平
沼
二
六
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
三
九
五
︱
五
六
九
九

東
神
興
業
株
式
会
社
グ
ル
ー
プ

会

長

根

田

哲

雄

社

長

根

田

吉

雄

〒

杉
並
区
上
荻
三
︱
一
九
︱
一
五

167-
0043

常
任
顧
問

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
八
︱
六
四
四
︱
〇
〇
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
八
︱
六
四
四
︱
〇
三
〇
六

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
上
小
町
九
四
五

齊

藤

柳

光

330-
0855

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
八
八
八
︱
一
一
九
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
八
八
八
︱
一
一
九
七

ベ
ス
ト
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

足
立
区
千
住
東
二
︱
一
四
︱
三

斉

藤

春

夫

120-
0025

代
表
取
締
役
社
長

公
認
会
計
士

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
二
七
五
︱
〇
八
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
七
五
︱
〇
八
〇
〇

㈱
明
大
サ
ポ
ー
ト
監
査
役

株
式
会
社
ザ
イ
ナ
ス

中
央
区
日
本
橋
三
︱
五
︱
一
三

三
義
ビ
八
Ｆ

坂

田

英

夫

103-
0027

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
七
八
三
︱
三
六
九
四

E
-m
ail:satotakashi@

next-group.jp

オ
リ
ッ
ク
ス
㈱
元
専
務
取
締
役

株
式
会
社
ネ
ク
ス
ト

港
区
港
南
二
︱
三
︱
一
三

品
川
フ
ロ
ン
ト
ビ
ル

常
勤
監
査
役

佐

藤　

健

108-
0075

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
七
四
二
︱
七
六
〇
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
七
〇
五
︱
八
〇
九
七

株
式
会
社
シ
テ
ィ
・
ハ
ウ
ジ
ン
グ

大
田
区
西
糀
谷
四
︱
二
八
︱
一
四

佐

藤　

仁

144-
0034
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〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
二
八
一
︱
〇
八
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
八
一
︱
〇
八
九
〇

創
業
昭
和
五
十
六
年

東
都
ゴ
ル
フ
・
株
式
会
社
東
都
ジ
ャ
パ
ン

中
央
区
日
本
橋
三
︱
八
︱
一
〇

代
表
取
締
役

杉

浦

伸

二

103-
0027

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
四
〇
五
︱
四
〇
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
四
七
九
︱
八
〇
一
四

学
校
法
人
明
治
大
学
評
議
員

ダ
イ
ア
ナ
株
式
会
社

渋
谷
区
神
宮
前
一
︱
八
︱
六

髙

橋

郁

夫

150-
0001

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
六
八
八
︱
〇
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
六
八
八
︱
〇
一
三
九

時
計
ベ
ル
ト
・
貴
金
属
製
品
製
造

株
式
会
社
バ
ン
ビ

台
東
区
台
東
四
︱
三
二
︱
一

代
表
取
締
役

会

長

舘
林
精
二
郎

110-
0016

代

表

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
六
三
一
︱
八
〇
二
九

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
六
三
一
︱
八
〇
七
六

谷
公
認
会
計
士
事
務
所

江
東
区
森
下
二
︱
一
九
︱
八

谷　

慈

義

135-
0004

代
表
取
締
役

〒Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
八
︱
四
四
三
︱
二
〇
五
〇

德
丸
織
物
株
式
会
社

埼
玉
県
蕨
市
北
町
三
︱
五
︱
四

德
丸
平
太
郎

335-
0001

大
学
支
援

委

員

長

〒
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
九
〇
︱
四
四
一
三
︱
六
七
二
三

連
合
駿
台
会　

常
務
理
事

千
葉
県
船
橋
市
本
町
六
︱
一
三
︱
四
四

中

川

敏

洋

273-
0005

取
締
役
会
長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
二
︱
二
七
六
︱
四
八
〇
九

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
二
︱
五
〇
一
︱
四
八
一
〇

株
式
会
社
ス
パ
ー
ク

広
島
市
西
区
商
工
セ
ン
タ
ー
二
︱
一
七
︱
三
七

長

崎

清

正

733-
8648

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
二
一
八
︱
五
三
五
〇
（
秘
書
）

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
八
六
︱
一
三
一
一

佐
藤
商
事
株
式
会
社

千
代
田
区
丸
の
内
一
︱
八
︱
一

丸
の
内
ト
ラ
ス
ト
タ
ワ
ー
Ｎ
館
一
六
Ｆ

長

瀬

哲

郎

100-
8285

〒Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
七
八
︱
五
二
︱
八
八
五
五

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
講
師

明
治
大
学
評
議
員
・
校
友
会
副
会
長

福
井
県
鯖
江
市
鯖
江
一
︱
一
〇
︱
一
五

辻
嘉
右
エ
門

916-
0055

会

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
八
三
六
︱
四
七
一
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
八
三
五
︱
〇
八
一
五

株
式
会
社
ナ
ガ
ホ
リ

台
東
区
上
野
一
︱
一
五
︱
三

長

堀

守

弘

110-
8546
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代
表
取
締
役

会

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
九
三
九
︱
〇
〇
二
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
九
七
五
︱
〇
〇
五
六

株
式
会
社
ナ
ミ
キ

板
橋
区
成
増
三
︱
一
二
︱
一

並

木

洋

一

175-
0094

代
表
取
締
役

会

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
四
八
〇
︱
一
四
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
四
八
〇
︱
四
三
六
五

西
山
商
事
株
式
会
社

狛
江
市
岩
戸
北
四
︱
一
九
︱
一
二

西

山

武

夫

201-
0004

弁

護

士

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
二
九
五
︱
五
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
九
五
︱
五
二
三
八

つ
ば
さ
法
律
事
務
所

千
代
田
区
内
神
田
一
︱
三
︱
一

高
砂
ビ
ル
五
Ｆ

二

宮　
　

忠

101-
0047

弁

護

士

二

宮

充
（
東
京
弁
護
士
会
所
属
）子

理

事

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
二
九
六
︱
四
〇
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
九
六
︱
四
三
二
八

学
校
法
人
明
治
大
学

千
代
田
区
神
田
駿
河
台
一
︱
一

日

髙

憲

三

101-
8301

会

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
三
︱
二
五
一
︱
五
七
六
一

明
治
大
学
女
子
同
総
会

千
葉
市
稲
毛
区
轟
町
四
︱
八
︱
一
〇

大
藤
ヨ
シ
子

263-
0021

所

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
二
六
五
︱
五
一
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
六
五
︱
五
一
〇
七

本
間
美
邦
税
理
士
事
務
所

千
代
田
区
麹
町
四
︱
三
︱
五

紀
尾
井
観
光
ビ
ル

本

間

美

邦

102-
0083

理

事

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
七
︱
三
五
一
︱
六
八
六
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
︱
三
八
一
︱
五
五
〇
六

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
な
み

千
葉
県
浦
安
市
美
浜
三
︱
一
九
︱
四

松

崎

優

子

279-
0011

『 防 水と屋 上を総 合 的にプロデュースする』

〒１２０-００２５　東京都足立区千住東２丁目２３番４号
ＴＥＬ ０３-３８８２-２４２４

	 代表取締役社長	 相臺 公豊
	 専務取締役	 相臺 志浩

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
八
〇
四
︱
五
五
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
八
〇
四
︱
五
九
一
九

株
式
会
社
デ
ィ
ス
コ

文
京
区
後
楽
二
︱
一
五
︱
一

夏

井

丈

俊

112-
8515

代
表
取
締
役

会

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
二
五
三
︱
三
〇
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
二
五
五
︱
三
三
九
四

メ
ト
ロ
電
気
株
式
会
社

千
代
田
区
神
田
淡
路
町
一
︱
一
九
︱
四

藤

巻

伴

英

101-
0063
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代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
九
︱
二
五
一
︱
〇
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
九
︱
二
五
一
︱
八
八
〇
〇

株
式
会
社
松
本
商
会

埼
玉
県
富
士
見
市
鶴
馬
三
四
六
八

松
本
伸
一
郎

354-
0021

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
二
六
六
︱
七
五
︱
五
七
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
六
六
︱
七
五
︱
五
八
〇
五

Ｔ
Ｏ
Ｃ
キ
ャ
パ
シ
タ
株
式
会
社

長
野
県
岡
谷
市
天
竜
町
三
︱
二
〇
︱
三
二

丸

山

律

夫

394-
0035

執
行
役
員

常

務

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

六
八
一
〇
︱
一
五
〇
〇

ア
ズ
ビ
ル
株
式
会
社

品
川
区
東
品
川
四
︱
一
二
︱
一

宮

澤

光

晴

104-
0002

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
九
五
〇
︱
六
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
九
五
〇
︱
六
六
五
二

エ
フ
株
式
会
社

豊
島
区
南
大
塚
三
︱
三
二
︱
一
〇

宮

下　

隆

170-
0005

顧

問

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
五
五
五
︱
四
〇
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
五
五
五
︱
四
六
二
〇

株
式
会
社
内
田
洋
行

中
央
区
新
川
二
︱
四
︱
七

向

井

眞

一

104-
8282

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
七
︱
三
五
四
︱
〇
一
二
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
︱
三
五
四
︱
二
四
二
五

http://w
w
w
.dainichi.co.jp

株
式
会
社
ダ
イ
ニ
チ

千
葉
県
浦
安
市
北
栄
一
︱
一
六
︱
三

Ｄ
Ｎ
プ
ラ
ザ
ビ
ル

代
表
取
締
役

六

井

元

一

279-
002

取
締
役
会
長

彫

刻

家

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
八
一
一
︱
七
七
〇
九

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
八
一
三
︱
〇
〇
〇
三

株
式
会
社
日
本
金
属
工
芸
研
究
所

文
京
区
向
丘
一
︱
六
︱
一
二

山

田

朝

彦

113-
0023

代
表
取
締
役

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

五
六
七
九
︱
八
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
六
七
九
︱
八
四
二
二

株
式
会
社
ヴ
ィ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス

江
戸
川
区
西
葛
西
六
︱
一
九
︱
六

村

上

知

義

134-
0088

公
認
会
計
士
・

税

理

士

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
八
三
六
︱
六
八
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
八
三
六
︱
六
八
九
三

あ
か
つ
き
税
理
士
法
人

台
東
区
東
上
野
一
︱
二
五
︱
三

小
松
和
東
上
野
ビ
ル
五
〇
二

吉
田
光
一
郎

110-
0015

取

締

役

事
業
本
部
長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
八
九
九
︱
三
七
三
七

株
式
会
社
や
ま
た
け

足
立
区
西
新
井
五
︱
三
五
︱
一
三

山

口

大

介

123-
0841

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
六
九
四
︱
三
七
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
六
九
四
︱
三
七
五
三

金
魚
の
吉
田　

株
式
会
社
ヨ
シ
ダ

葛
飾
区
新
小
岩
五
︱
一
四
︱
七

吉

田

信

行

124-
0023

代
表
取
締
役

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
四
︱
二
〇
〇
八
︱
二
九
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
︱
二
〇
〇
八
︱
二
九
六
六

洋
日
工
業
株
式
会
社

埼
玉
県
所
沢
市
北
秋
津
七
三
九
︱
六
二

Ｃ
Ｏ
Ｚ
Ｙ
レ
ジ
デ
ン
ス
一
Ｆ

渡

邊

洋

三

359-
0038

顧

問

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
八
一
七
︱
二
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
八
一
七
︱
二
一
二
〇

共
同
印
刷
株
式
会
社

文
京
区
小
石
川
四
︱
一
四
︱
一
二

山

口

政

廣

112-
8501

取

締

役

副

社

長

〒

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

三
八
六
四
︱
三
一
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

三
八
六
四
︱
三
一
〇
九

山
﨑
製
パ
ン
株
式
会
社

千
代
田
区
岩
本
町
三
︱
一
〇
︱
一

山

田

憲

典

101-
8585
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連
合
駿
台
会
十
一
月
例
会

「
現
代
社
会
に
お
け
る

心
の
伝
わ
る
手
書
き
の
良
さ
」

書
道
師
範
・
日
光
観
光
大
使　

涼
風
花
氏

連
合
駿
台
会
平
成
二
十
六
年
十
一
月
の
例
会
を
、

十
一
月
十
九
日
（
水
）
十
八
時
よ
り
、
明
治
大
学

「
紫
紺
館
」
三
階
会
議
室
で
、
涼
風
花
氏
を
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
の
講
演
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
す

＊

私
は
七
歳
で
書
道
を
始
め
、
十
四
歳
で
書
道
師
範

を
取
得
し
、
そ
の
後
ペ
ン
字
師
範
資
格
も
取
得
し
ま

し
た
。
現
在
で
は
イ
ベ
ン
ト
で
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
商
品
ロ
ゴ
の
制
作
、
企
業
内
や
自
治
体
イ
ベ
ン

ト
で
の
美
文
字
講
座
の
開
催
、
美
文
字
本
の
出
版

な
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
自
己
紹
介
も
兼
ね
、
ま
ず

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

〈「
智
恵
」
と
い
う
字
を
書
く
〉

皆
様
が
よ
く
ご
覧
に
な
る
の
は
、「
知
る
」
と

「
恵
む
」
と
い
う
字
を
用
い
た
「
知
恵
」
だ
と
思
い

ま
す
が
、
本
日
は
「
智
（
さ
と
）
る
」
と
も
読
む

「
智
恵
」
で
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
こ
の

字
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。「
智
」
と

い
う
字
に
は
「
矢
」
が
あ
っ
て
「
口
」
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
〝
矢
の
よ
う
に
入
っ
て
き
た
情
報
を
、

的
確
に
そ
の
ま
ま
口
に
す
る
〟
と
い
う
意
味
で
す
。

今
回
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
に
は
、下
に
「
日
」

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
太
陽
の
こ
と
を
表
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、「
曰
（
い
わ
）
く
」
の
意
味
で
あ

り
、「
知
」
が
情
報
を
得
て
そ
の
ま
ま
知
る
こ
と
に

対
し
、「
智
」
は
そ
の
情
報
を
自
分
の
中
で
一
度
考

え
本
質
を
見
抜
い
て
、
自
分
の
意
見
と
し
て
言
う
と

い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。「
恵
」
は
も
の
を
慈
し
む

こ
と
で
あ
り
、「
智
恵
」
と
は
知
識
の
集
積
・
分
析

か
ら
生
ま
れ
る
、
考
え
た
り
工
夫
し
た
り
し
て
何
か

を
恵
む
、
つ
く
り
出
す
力
の
こ
と
で
す
。
今
日
は
Ｏ

Ｂ
会
と
い
う
一
つ
の
繋
が
り
に
よ
る
集
ま
り
な
の

で
、
こ
の
「
智
恵
」
を
活
か
す
こ
と
に
つ
い
て
講
演

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
日
々
の
活
動
を
通
じ
て
、
千
利
休
の
説

い
た
禅
語
の
よ
う
に
、
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
も

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
書
道
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
、
祖
母
か
ら
「
お
小
遣
い
を
あ
げ
る

か
ら
通
い
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
ち
ょ
っ
と
不
純
な

動
機
で
し
た
が
（
笑
）、
師
事
し
た
先
生
が
素
敵
な

女
性
だ
っ
た
の
で
、
将
来
は
自
分
も
そ
の
よ
う
に
な

り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
は
日
光
の
、
し
か
も
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ

ま
で
車
で
三
十
分
も
か
か
る
と
い
う
田
舎
で
育
っ
た

の
で
、
東
京
で
活
動
す
る
に
は
、
ま
ず
反
対
す
る
両

親
を
口
説
く
必
要
が
あ
り
、
東
京
で
も
自
立
で
き
る

よ
う
、
歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
取
っ
て
上
京
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
専
門
学
校
に
通
っ
て
い
た
二
年
間

と
、
歯
科
衛
生
士
と
し
て
働
い
て
い
た
数
年
間
は
、

書
道
の
道
か
ら
離
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
書
道
家
と
し
て
活
動
を
始
め
て
か
ら
、

メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
活
字
が
増
え
て
い
る
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
手
書
き
な
ら
で
は
の
温
か
み
や
特
別

感
で
、
感
謝
の
気
持
ち
が
よ
り
伝
わ
る
こ
と
が
見
直

さ
れ
て
き
て
、
若
い
人
や
外
国
人
に
「
書
」
に
親
し

む
方
が
増
え
て
き
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
も
、
漢
字
の
正
し
い
書
き
順
や
綺
麗

に
文
字
を
書
く
コ
ツ
な
ど
を
書
く
コ
ー
ナ
ー
も
出
来

て
、
私
も
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
高
校
生
の
書
道
部
を
取
り
上
げ
た
『
書
道

ガ
ー
ル
ズ
』
と
い
う
映
画
も
で
き
、
先
日
、
イ
ベ
ン

ト
で
ご
一
緒
し
た
高
校
書
道
部
に
は
、
何
十
人
も
部

員
が
い
て
驚
き
ま
し
た
。
私
が
高
校
生
の
時
は
、
五

人
く
ら
い
し
か
い
な
か
っ
た
記
憶
が
あ
る
の
で
、
こ

ん
な
に
多
く
の
若
い
方
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
た
だ
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私
は
、
書
道
部
で
は
な
く
、
茶
道
部
に
所
属
し
て
い

た
の
で
す
が
…
…
。

話
は
漢
字
の
話
に
戻
っ
て
、
禅
語
を
使
っ
て
き

れ
い
に
文
字
を
書
く
コ
ツ
に
つ
て
、
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

〈
四
つ
の
禅
語
を
書
く
〉

ま
ず
「
三
人
同
行
必
有
一
智
」
と
い
う
禅
語
は
、

「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
と
恵
」
と
い
う
言
葉
に
似

て
い
ま
す
が
、
意
味
は
違
っ
て
い
て
、
仲
間
が
三
人

集
ま
れ
ば
、
必
ず
そ
の
中
に
自
分
の
師
と
呼
べ
る
者

が
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
自
分
の
周
り

は
無
能
な
人
ば
か
り
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
中
に
は

意
外
な
趣
味
や
才
能
を
持
っ
て
い
て
、
将
来
、
大
成

功
を
収
め
る
人
物
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

自
分
は
取
り
柄
も
な
く
平
々
凡
々
な
人
間
だ
と
思
っ

て
い
て
も
、
自
分
の
一
言
で
他
人
の
将
来
を
劇
的
に

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
人
そ
れ
ぞ

れ
欠
点
も
あ
り
、
そ
の
ほ
う
が
目
に
つ
き
や
す
い
で

す
が
、
人
は
案
外
奥
深
い
も
の
で
、
表
面
だ
け
で
は

す
べ
て
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
が

知
っ
て
い
る
そ
の
人
の
顔
は
、
ご
く
一
部
の
側
面
に

し
か
過
ぎ
ず
、
自
分
と
同
じ
人
間
は
一
人
も
い
な
い

の
だ
か
ら
、
違
う
意
見
を
持
っ
た
違
う
個
性
の
人

は
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
成
長
し
あ
え
る

貴
重
な
宝
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
人
か
ら
で
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
人
こ
そ
が
、
大
き
く
成
長
で
き
る

人
な
の
で
は
な
い
か
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
は

こ
の
よ
う
な
集
い
で
出
会
え
る
人
が
い
る
と
い
う
こ

と
は
、「
一
智
」
が
十
智
に
も
二
十
智
に
も
な
っ
て
、

大
き
な
力
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
素
敵
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

で
は
早
速
、
こ
の
文
字
を
解
説
し
ま
す
。
ま
ず

文
字
に
は
、
美
し
く
書
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
が
三
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
右
上
が
り
で
書
く
と

い
う
こ
と
。
中
国
の
名
筆
と
言
わ
れ
る
古
典
を
調
べ

る
と
、
大
体
右

上
が
り
六
度
だ

と
い
う
こ
と
で

す
。
二
つ
目

は
、
右
上
が
り

で
す
べ
て
書
い

て
し
ま
う
と
グ

ラ
グ
ラ
し
て
落

ち
着
か
な
い
感

じ
に
な
る
の

で
、
右
下
は
少

し
下
げ
る
よ
う

に
書
く
と
い
う

こ
と
。
三
つ
目
は
、
重
複
し
た
横
線
・
縦
線
が
あ
る

場
合
は
、
等
間
隔
に
書
く
と
い
う
こ
と
。
こ
の
三
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
守
っ
て
い
た
だ
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の

文
字
が
き
れ
い
に
見
え
る
の
で
、
試
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

〈
美
し
く
書
く
ポ
イ
ン
ト
を
個
々
に
解
説
す
る
〉

次
の
「
我
逢
人
」「
一
期
一
会
」「
一
行
三
昧
」
も

す
べ
て
禅
語
で
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
我

逢
人
」
と
「
一
期
一
会
」
と
い
う
の
は
意
味
が
似
て

い
て
、
前
者
が
人
と
人
が
出
逢
う
こ
と
を
大
切
に
、

そ
し
て
そ
の
時
間
と
空
間
も
大
事
に
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
学
び
合
え
る
よ
う
な
関
係
で
い
た
い
と
い
う
こ

と
、
後
者
は
一
つ
ひ
と
つ
の
出
会
い
を
大
切
に
と
い

う
こ
と
で
す
。「
一
行
三
昧
」
の
三
昧
は
、
現
代
で
は

一
つ
の
こ
と
に
ば
か
り
耽
っ
て
い
る
状
態
を
指
し
ま

す
が
、
本
来
は
ヨ
ガ
や
瞑
想
の
世
界
で
も
使
わ
れ
る

言
葉
で
、
修
行
に
は
い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
っ
て
、

そ
の
重
要
な
三
つ
の
段
階
を
示
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
日
常
的
に
使
わ
れ
る
、
ゴ
ル
フ
三
昧
や
釣
り
三

昧
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
意
味
と
は
違
い
、
一
つ
の

こ
と
に
専
念
し
没
頭
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。

〈
美
し
く
書
く
ポ
イ
ン
ト
を
個
々
に
解
説
す
る
〉

こ
こ
ま
で
、
文
字
を
き
れ
い
に
書
く
コ
ツ
な
ど
を

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
手
書
き
」
に

つ
い
て
は
、
印
刷
文
字
の
中
に
ふ
と
手
書
き
文
字
が

入
っ
て
い
た
り
、
読
み
や
す
い
手
書
き
文
字
が
入
っ

て
い
る
と
、
つ
い
読
ん
で
し
ま
う
も
の
で
す
。
定
型

文
を
印
刷
し
た
だ
け
の
も
の
よ
り
、
愛
情
を
感
じ
た

り
す
る
。
一
言
添
え
て
あ
げ
る
だ
け
で
、
思
い
を
伝

え
、
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
に
時
間
を
使
っ
て
く
れ

て
い
る
と
感
じ
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
手
書
き
を
大
切
に
し
て
も
ら
え
た
ら
、
人
と

の
繋
が
り
も
よ
く
な
っ
て
、
大
き
な
こ
と
を
成
し
遂

げ
る
「
智
恵
」
に
も
繋
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
海
外
の
方
に
書
を
差
し
あ
げ
る
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と
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
り
、
最
近
は
若
い
人

を
中
心
に
、
ス
マ
ホ
と
か
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
、
手

書
き
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
せ
い

か
、
逆
に
手
書
き
に
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
今
ま
で
の
よ
う
な
活
動
を

続
け
、
私
自
身
も
勉
強
を
続
け
な
が
ら
、
よ
り
き
れ

い
な
手
書
き
文
字
と
、
よ
り
き
れ
い
な
日
本
語
を
広

め
て
い
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

◆
広
報
委
員
会
か
ら
の
ご
案
内（
理
事
会
議
事
録
）

日
時
：
平
成
二
十
六
十
一
月
二
十
一
日（
水
）十
七
時

場
所
：
明
治
大
学
「
紫
紺
館
」（
二
Ｆ
会
議
室
）

○
新
推
薦
会
員
承
認
の
件

大
原
組
織
・
会
員
増
強
委
員
長
か
ら
、
佐
藤
商

事
㈱
の
代
表
取
締
役
社
長
の
永
瀬
哲
郎
氏
を
委
員
会

で
承
認
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
全
員
異
議
な
く
承

認
さ
れ
た
。

〇
各
委
員
長
よ
り
の
報
告
事
項

〈
総
務
・
事
業
委
員
会
　
河
村
副
委
員
長
〉

※�

木
村
委
員
長
が
出
席
さ
れ
て
い
る
が
、
運
営
委
員

会
に
参
加
し
て
い
た
河
村
副
委
員
長
が
報
告

十
月
八
日
に
行
わ
れ
た
「
第
三
回
ビ
ジ
ネ
ス
勉
強

会
」
は
、
当
会
の
山
田
憲
典
副
会
長
（
山
崎
製
パ
ン

㈱
副
社
長
・
㈱
不
二
家
会
長
）
に
講
師
を
お
願
い
し

た
が
、
参
加
者
が
八
十
人
を
越
え
る
盛
大
な
会
と

な
っ
た
。
十
一
月
十
四
日
に
は
、
木
村
委
員
長
の
尽

力
で
、「
第
六
回
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
を
、
千

葉
県
・
キ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
。

今
後
の
例
会
以
外
の
予
定
と
し
て
は
、「
新
入
会

員
歓
迎
会
」
は
、
来
年
二
月
十
八
日
、
運
営
委
員
会

終
了
後
に
行
う
こ
と
に
し
た
。「
バ
ス
旅
行
」
は
、

当
初
三
月
七
日
を
予
定
し
て
い
た
が
、
大
学
校
友
会

の
行
事
と
重
な
る
た
め
、
十
四
日
（
土
）
に
変
更
し

た
。
行
き
先
は
世
界
遺
産
・
富
岡
製
糸
場
で
、
最
大

は
八
十
名
・
バ
ス
二
台
を
確
保
し
、
早
め
に
案
内
を

出
し
て
参
加
を
促
す
予
定
で
あ
る
。「
第
四
回
ビ
ジ

ネ
ス
勉
強
会
」
は
、
四
月
二
十
二
日
、
先
般
、
当
会

に
入
会
さ
れ
た
山
本
良
一
氏
（
㈱
Ｊ
・
フ
ロ
ン
ト
リ

テ
イ
リ
ン
グ
社
長
）
に
講
師
を
お
願
い
し
て
い
る
。

〈
広
報
委
員
会
　
齋
藤
委
員
長
〉

恒
例
に
な
っ
て
い
る
、
会
報
新
年
号
の
名
刺
広

告
に
是
非
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。
昨
年
は
会
社
の

Ｐ
Ｒ
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
た
が
、
基
本
的
に
は
会
員
の

親
睦
の
た
め
に
行
う
方
が
望
ま
し
い
と
い
う
意
見
が

運
営
委
員
会
で
も
出
さ
れ
た
。
名
刺
広
告
の
目
標
は

八
十
名
と
し
て
お
り
、
特
に
新
入
会
員
の
方
に
は
自

己
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
た
掲
載
も
考
慮
中
。
来
年
は
、
時
代

の
要
請
も
鑑
み
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
作
成
の
た
め

に
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
確
認
も
し
て
い
き
た
い
。

〈
大
学
支
援
委
員
会
　
中
川
委
員
長
〉

連
合
駿
台
会
学
術
賞
・
学
術
奨
励
賞
の
選
考
に

は
昨
年
か
ら
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
始
め
た

が
、
今
年
度
は
十
一
月
十
三
日
に
上
西
専
務
理
事
も

含
め
、
三
名
で
出
席
し
た
。
結
果
は
学
術
賞
二
名
、

学
術
奨
励
賞
一
名
で
、
来
春
一
月
二
十
一
日
に
開
催

さ
れ
る
駿
台
懇
話
会
で
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
産

業
共
同
就
業
力
養
成
講
座
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
）

に
関
し
て
は
、
来
年
度
か
ら
は
商
学
部
に
加
え
、
経

営
学
部
も
参
画
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

本
日
、「
産
学
共
同
就
業
力
育
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
明
治
大
学
以
外

の
大
学
、
企
業
、
全
国
の
高
校
の
先
生
な
ど
が
参
加

　【
講
　
師
　
略
　
歴
】

涼
風
花
（
り
ょ
う
・
ふ
う
か
）

一
九
八
五
年
、
栃
木
県
日
光
市
に
生
ま
れ
る
。

七
歳
か
ら
書
道
を
始
め
、
十
四
歳
で
書
道
師
範
資
格
を

取
得
し
硬
筆
資
格
も
持
つ
。

親
を
心
配
さ
せ
ま
い
と
手
に
職
を
持
つ
為
に
歯
科
衛
生

士
の
資
格
も
持
ち
、
二
十
二
歳
で
上
京
。
歯
科
衛
生
士

を
続
け
な
が
ら
も
二
〇
一
〇
年「
美
人
す
ぎ
る
書
道
家
」

と
し
て
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
ア
メ
ー
バ
ブ
ロ
グ
の

ア
ク
セ
ス
は
月
間
二
十
万
を
維
持
し
続
け
て
い
る
。

早
く
も
著
書
と
し
て
、『
美
の
書
道
』（
日
東
書
院
）、

『
20
日
で
驚
く
ほ
ど
上
達
、
美
文
字
練
習
帳
』（
ブ

テ
ィ
ッ
ク
社
）、『
小
学
校
で
習
っ
た
は
ず
な
の
に
間
違

い
や
す
い
漢
字
の
書
き
順
』（
二
見
書
房
）
が
あ
り
、

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
各
メ
デ
ィ
ア
に
て
精
力
的

に
手
書
き
の
良
さ
を
広
め
る
他
、
新
製
品
発
表
会
や
企

業
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
美
文
字

講
座
が
人
気
で
あ
り
、
商
品
ロ
ゴ
や
番
組
タ
イ
ト
ル
な

ど
も
手
掛
け
て
い
る
。
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し
て
い
る
。
秋
期
寄
付
講
座
は
、
明
日
十
一
月
二
十

日
に
、
当
会
会
員
の
栗
原
権
右
衛
門
氏
（
日
本
電
子

㈱
社
長
）
に
「
チ
ャ
ン
ス
の
ボ
ー
ル
は
必
ず
来
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
い
た
だ
く
の
で
、
是
非
ご

参
加
い
た
だ
き
た
い
（
両
方
と
も
す
で
に
終
了
）。

〈
組
織
・
会
員
増
強
員
会
　
大
原
委
員
長
〉

会
員
の
例
会
出
席
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
の

一
助
と
し
て
、
今
回
の
例
会
か
ら
卒
業
学
部
別
に

テ
ー
ブ
ル
を
設
け
て
み
た
。
会
員
増
強
に
関
し
て

は
、
大
学
か
ら
も
ら
う
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い
の

で
、
九
月
に
発
売
さ
れ
た
『
役
員
四
季
報
』
に
基
づ

い
て
、
二
〇
一
三
年
・
二
〇
一
四
年
に
役
員
に
就
任

さ
れ
た
方
を
絞
っ
て
み
た
が
、
そ
れ
で
も
総
勢
二
百

数
十
名
に
な
る
の
で
、
毎
月
少
し
ず
つ
手
分
け
を
し

て
勧
誘
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
。

・
�

会
員
増
強
に
関
し
て
は
、
委
員
会
が
苦
労
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
知
ら
な
い
人
に
対
し
て
ス
ク

ラ
ッ
チ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
や
り
方
で
は
、
大

変
ご
苦
労
が
多
い
だ
ろ
う
。
一
番
早
い
の
は
、
会

員
の
紹
介
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
こ
こ
に

い
る
メ
ン
バ
ー
に
は
、
で
き
る
だ
け
候
補
に
な

る
よ
う
な
方
を
推
薦
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
う
。

〈
財
務
委
員
会
　
谷
委
員
長
〉

当
会
は
、
以
前
は
年
に
一
回
の
決
算
報
告
だ
っ

た
が
、
昨
年
か
ら
四
半
期
ご
と
に
決
算
し
て
お
り
、

今
回
は
九
月
末
に
お
け
る
中
間
決
算
を
ご
報
告
す

る
。「
平
成
二
十
五
年
度
中
間
収
支
計
算
書
」
と
比

べ
る
と
、「
収
入
の
部
」
で
は
、
年
会
費
収
入
が
約

百
万
円
、
納
付
率
も
昨
年
の
八
五
・
六
％
か
ら
八

八
・
一
％
と
、
二
・
五
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い

る
。
問
題
点
と
し
て
は
、
納
入
予
定
者
数
の
中
で
、

新
入
会
員
の
納
付
ベ
ー
ス
数
が
、
昨
年
は
十
九
名
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
今
年
は
十
二
名
に
減
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
組
織
・
会
員
増
強
委
員
会
で
も
、
新
入
会

員
の
勧
誘
に
力
を
入
れ
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。「
支
出
の
部
」
で

は
、
総
務
費
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
、
事
業
委
員
会
費

で
は
、
総
務
・
事
業
委
員
会
費
に
、
未
払
金
と
し
て

九
月
例
会
費
が
含
ま
れ
て
お
り
、
大
学
支
援
委
員
会

費
に
は
、
広
報
委
員
会
マ
タ
ー
か
ら
戻
っ
た
、
御
茶

ノ
水
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
祭
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
前
倒

し
で
支
払
っ
た
寄
附
講
座
費
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
四
〇
％
台
の
支
出
で
推
移
し
て
お

り
、「
当
期
支
出
合
計
」
は
昨
年
よ
り
百
七
十
万
円

ほ
ど
多
く
な
っ
た
。

〈
上
西
専
務
理
事
〉

中
川
大
学
支
援
委
員
長
か
ら
も
報
告
が
あ
っ
た

が
、
学
術
賞
・
学
術
奨
励
賞
の
選
考
委
員
会
に
初
め

て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
当
会
の
意
見
も
徐
々

に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
た
だ
今
回
の
応
募

は
全
部
で
五
件
し
か
な
く
、
し
か
も
そ
れ
を
人
文
・

社
会
・
自
然
の
三
分
野
に
分
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
分
け
る
こ
と
な
く
、
全
体
的
に
見
る
と
い
う
選
考

方
法
に
は
な
ら
な
い
の
か
、
ま
た
当
会
と
し
て
は
、

も
っ
と
若
手
研
究
者
を
多
く
表
彰
し
た
い
と
い
う
意

見
も
出
し
て
い
る
が
、
教
授
間
の
力
関
係
な
ど
も
あ

る
よ
う
だ
。
今
回
も
三
〇
歳
代
は
二
人
で
う
ち
一
人

が
学
術
奨
励
賞
（
三
十
歳
の
女
性
）
に
選
ば
れ
、
六

十
歳
前
後
の
三
人
の
方
の
う
ち
二
人
が
学
術
賞
に
選

出
さ
れ
た
。
当
会
の
大
き
な
柱
で
あ
る
こ
の
賞
が
、

も
っ
と
ス
テ
ー
タ
ス
の
上
が
る
賞
に
な
る
こ
と
を
、

今
後
と
も
協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

以
上

◆ 

新
入
会
員
ご
紹
介

前
会
ま
で
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
入
会
さ
れ

た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
（
敬
称
略
・
到
着
順
）

◆
訃　

報

会
員
の
中
西
幹
育
氏
（
昭
和
三
十
五
年
・
工
学

部
卒
、
㈱
事
業
創
造
研
究
所
代
表
取
締
役
社
長
）

が
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
一
日
に
逝
去
さ
れ
ま

槇ま
き

野の　

泰ゆ
た
か

昭
和
四
十
九
年
・
工
学
部
卒

㈱
き
ん
で
ん

執
行
役
員
情
報
通
信
部
長

神
奈
川
県
横
浜
市
在
住

永な
が

瀬せ　

哲て
つ

郎ろ
う

昭
和
五
十
七
年
・
法
学
部
卒

佐
藤
商
事
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長

千
葉
県
野
田
市
在
住
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し
た
。
享
年
七
十
六
歳
。

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◆ 
明
大
ニ
ュ
ー
ス

●
第
四
十
七
回
衆
議
院
総
選
挙

明
大
関
係
者
十
一
人
が
当
選

安
倍
晋
三
首
相
の
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

の
是
非
な
ど
を
争
点
と
す
る
、
第
四
十
七
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
が
十
二
月
十
四
日
に
投
開
票
さ
れ
た
。

投
票
率
は
小
選
挙
区
が
五
・
六
六
％
、
比
例
代
表
が

五
二
・
六
五
％
と
、
い
ず
れ
も
二
〇
一
二
年
の
前
回

総
選
挙
を
六
・
六
六
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
戦
後
最
低

を
更
新
し
た
。

明
治
大
学
出
身
者
は
、
中
退
を
含
め
十
一
人
（
前

回
十
二
人
）
が
当
選
し
た
。
い
ず
れ
も
現
職
で
、
内

訳
は
小
選
挙
区
八
人
、
比
例
代
表
が
三
人
。
当
選
者

の
略
歴
等
は
次
の
通
り
。
年
齢
は
投
票
日
現
在
の
満

年
齢
、
丸
付
き
数
字
は
当
選
回
数
、
年
表
示
は
西

暦
、
敬
称
略
。

小 

選 

挙 

区

井
野
俊
郎
（
い
の
・
と
し
ろ
う
）

三
十
四
歳
・
自
民
現
②
〈
群
馬
２
区
〉

二
〇
〇
三
年
法
学
部
卒
。
党
青
年
局
次
長

笹
川
博
義
（
さ
さ
が
わ
・
ひ
ろ
よ
し
）

四
十
八
歳
・
自
民
現
②
〈
群
馬
３
区
〉

政
経
学
部
中
退
。
党
商
工
副
委
員
長

新
藤
義
孝
（
し
ん
ど
う
・
よ
し
た
か
）

五
十
六
歳
・
自
民
前
⑥
〈
埼
玉
２
区
〉

一
九
八
〇
年
文
学
部
卒
。
元
総
務
相

渡
辺
博
道
（
わ
た
な
べ
・
ひ
ろ
み
ち
）

六
十
四
歳
・
自
民
現
⑥
〈
千
葉
６
区
〉

一
九
七
六
年
法
学
研
究
科
修
了
。
元
経
産
副
大
臣

櫻
田
義
孝
（
さ
く
ら
だ
・
よ
し
た
か
）

六
十
四
歳
・
自
民
現
⑥
〈
千
葉
８
区
〉

一
九
七
四
年
商
学
部
卒
。
元
文
科
副
大
臣

萩
生
田
光
一
（
は
ぎ
う
だ
・
こ
う
い
ち
）

五
十
一
歳
・
自
民
現
④
〈
東
京
24
区
〉

一
九
八
七
年
商
学
部
卒
。
党
総
裁
特
別
補
佐

北
村
茂
男
（
き
た
む
ら
・
し
げ
お
）

六
十
九
歳
・
自
民
現
④
〈
石
川
３
区
〉

一
九
六
八
年
経
営
学
部
卒
。
環
境
副
大
臣

谷　

公
一
（
た
に
・
こ
う
い
ち
）

六
十
二
歳
・
自
民
現
⑤
〈
兵
庫
５
区
〉

一
九
七
五
年
政
治
経
済
学
部
卒
。
復
興
相
補
佐
官

比 
例 
区

松
本
文
明
（
ま
つ
も
と
・
ふ
み
あ
き
）

六
十
五
歳
・
自
民
現
③
〈
東
京
〉

一
九
七
一
年
政
経
学
部
卒
。
元
総
務
政
務
官

漆
原
良
夫
（
う
る
し
ば
ら
・
よ
し
お
）

七
十
歳
・
公
明
現
⑦
〈
北
陸
信
越
〉

一
九
六
七
年
法
学
部
卒
。
党
中
央
幹
事
会
長

宮
﨑
政
久
（
み
や
ざ
き
・
ま
さ
ひ
さ
）

四
十
九
歳
・
自
民
現
②
〈
九
州
〉

一
九
八
九
年
法
学
部
卒
。
党
法
務
副
部
会
長

●
秋
の
叙
勲
・
褒
章

政
府
は
十
一
月
三
日
、
二
〇
一
四
年
秋
の
叙
勲
・

褒
章
な
ど
の
受
章
者
を
発
表
し
た
。

各
県
校
友
支
部
等
を
通
じ
て
十
二
月
九
日
ま
で

に
報
告
さ
れ
た
明
大
関
係
者
の
受
章
者
は
次
の
と
お

り
。 （
年
齢
は
受
章
時
）

▽
旭
日
中
綬
章
＝
石
川
道
政
氏
（
元
美
濃
市
長
。
一

九
六
三
年
商
学
部
卒
・
七
十
四
歳
）

▽
旭
日
小
綬
章
＝
尾
関
卓
司
氏
（
元
㈳
岐
阜
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
。
一
九
五
八
年
経
営
学
部
卒
・
七

十
八
歳
）、
斉
藤
慎
一
氏
（
滑
川
商
工
会
議
所
会
頭
。

一
九
六
五
年
政
経
学
部
卒
・
七
十
二
歳
）、
小
林
多

門
（
元
東
京
都
議
会
議
員
、
元
衆
議
院
議
員
。
一
九

六
九
年
政
経
学
部
卒
・
七
十
一
歳
）

▽
瑞
宝
小
綬
章
＝
酒
巻
弘
英
氏
（
元
埼
玉
県
総
務
部

長
。
一
九
六
二
年
法
学
部
卒
・
七
十
四
歳
）、
藤
本

和
慶
氏
（
元(

独)

国
立
印
刷
局
小
田
原
工
場
長
・

一
九
六
八
年
政
経
学
部
卒
・
七
十
歳
）

▽
黄
綬
褒
章
＝
岡
﨑
逸
水
氏
（
元
福
井
日
産
自
動
車

㈱
会
長
。
一
九
五
七
年
商
学
部
卒
・
八
十
歳
）

▽
藍
綬
褒
章
＝
仙
浪
博
一
氏
（
保
護
司
。
一
九
七
四

年
政
経
学
部
卒
・
六
十
二
歳
）

▽
瑞
宝
単
光
章
＝
長
澤
薫
氏
（
元
警
視
庁
警
視
。
一

九
六
七
年
商
学
部
卒
・
七
十
一
歳
）

●
文
科
省「
女
性
研
究
者
研
究
活
動
支
援
事
業
」

明
治
大
学
の
取
り
組
み
が（
一
般
型
）に
採
択

文
部
科
学
省
が
大
学
や
研
究
機
関
を
対
象
に
公
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募
し
た
平
成
二
十
六
年
度
科
学
技
術
人
材
育
成
費
補

助
事
業
「
女
性
研
究
者
研
究
活
動
支
援
事
業
（
一
般

型
）」
に
、
明
治
大
学
の
取
り
組
み
が
こ
の
ほ
ど
採

択
さ
れ
た
。
支
援
期
間
は
三
年
間
で
、
支
援
額
は
年

間
最
大
二
千
二
百
万
円
。

こ
の
事
業
は
、
女
性
研
究
者
が
能
力
を
最
大
限
発

揮
で
き
る
よ
う
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
（
出
産
・
子
育

て
・
介
護
な
ど
）
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
研
究
と
生
活
と
の
調
和
）
に
配
慮
し
た
研
究
環
境

の
整
備
な
ど
の
取
り
組
み
を
文
部
科
学
省
が
支
援
す

る
も
の
。「
一
般
型
」
に
は
十
六
機
関
か
ら
の
申
請

が
あ
り
、本
学
を
含
め
た
六
機
関
が
採
択
を
受
け
た
。

●
理
工
学
部

創
設
七
〇
周
年
記
念
式
典・記
念
講
演

理
工
学
部
は
十
一
月
一
日
、「
も
っ
と
前
へ
、
さ

ら
に
世
界
へ 

〜
理
解
か
ら
創
造
へ
〜
」
と
題
す
る

創
設
七
〇
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
を
駿
河
台

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
で
挙
行
。
教
職

員
や
卒
業
生
ら
が
多
数
出
席
す
る
中
、
学
部
の
こ
れ

ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
飛

躍
に
向
け
た
新
た
な
る
門
出
を
盛
大
に
祝
し
た
。

●
情
報
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

創
設
一
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
十
一
月
十

五
日
、
学
部
創
設
一
〇
周
年
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
原
点
と

現
点
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
」
を
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
。
学
識
者
と
教

員
、
卒
業
生
と
現
役
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
こ
の
十
年
間
の
歩
み
を
振

り
返
り
な
が
ら
学
部
の
未
来
を
探
っ
た
。

●
商
学
部

�

創
設
一
一
〇
周
年
記
念
特
別
企
画「
留
学
・
異
文

化
・
国
際
化
?! 

留
学
経
験
者
座
談
会
」

商
学
部
は
十
月
二
十
一
日
、
国
際
交
流
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
留
学
・
異
文
化
・
国
際
化
?! 

留
学
経
験
者

座
談
会
」
を
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
・
図
書
館
ホ
ー
ル
で

行
っ
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
海
外
に
目
を
向

け
、
広
い
視
野
で
日
本
を
見
ら
れ
る
人
材
の
育
成
を

目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
が
十
一
回
目
。

学
部
創
設
一
一
〇
周
年
記
念
の
特
別
企
画
と
さ

れ
た
今
回
は
、
商
学
部
独
自
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

利
用
し
て
短
期
留
学
し
た
明
大
生
と
、
現
在
、
明
治

大
学
に
留
学
し
て
い
る
海
外
か
ら
の
留
学
生
が
登
壇

し
、「
国
際
化
と
は
何
か
」「
国
際
化
に
必
要
と
さ
れ

る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
座
談
会
を
行
っ
た
。
会
場
に

は
留
学
を
検
討
中
の
商
学
部
生
を
は
じ
め
、
国
際
交

流
に
関
心
を
寄
せ
る
約
百
人
が
来
場
し
、
留
学
経
験

者
た
ち
が
語
る
体
験
談
や
考
え
に
耳
を
傾
け
た
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル・ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科

開
設
一
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

専
門
職
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
研
究

科
（
Ｍ
Ｂ
Ｓ
）
は
十
一
月
三
日
、
開
設
一
〇
周
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
リ
バ

テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
青
井
倫
一
研
究
科
長
は

「
今
後
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
（
中
小

企
業
経
営
）
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ビ
ジ
ネ
ス
（
起

業
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
構
築
し
、
国
際
レ
ベ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に

成
長
し
て
い
く
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
そ
の
第

一
歩
と
な
る
」
と
、力
強
く
今
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

●
第
百
回「
全
国
図
書
館
大
会
」を
明
大
で
開
催

公
益
社
団
法
人
日
本
図
書
館
協
会
主
催
の
第
百

回
「
全
国
図
書
館
大
会
」
が
十
月
三
十
一
日
〜
十
一

月
一
日
の
二
日
間
、
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
和
泉
図
書
館
（
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
）
が

こ
の
ほ
ど
受
賞
し
た
第
三
十
回
「
日
本
図
書
館
協
会

建
築
賞
」
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
た
。

日
本
図
書
館
協
会
は
、
全
国
の
公
共
・
大
学
・
学

校
・
専
門
図
書
館
な
ど
が
会
員
の
日
本
を
代
表
す
る

図
書
館
組
織
で
、
個
人
・
施
設
を
合
わ
せ
た
会
員
数

は
約
七
千
。
全
国
図
書
館
大
会
は
千
九
百
六
（
明
治

三
十
九
）
年
か
ら
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、

本
学
は
記
念
す
べ
き
第
百
回
の
会
場
と
な
っ
た
。

●
連
合
駿
台
会
寄
付
講
座

日
本
電
子・栗
原
社
長
が
講
演

「
チ
ャ
ン
ス
の
ボ
ー
ル
は
必
ず
来
る
」
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リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
十
一
月
二
十
日
、

「
チ
ャ
ン
ス
の
ボ
ー
ル
は
必
ず
来
る
〜
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
イ
ズ
ム

〜
」
と
題
す
る
連
合
駿
台
会
寄
付
講
座
を
駿
河
台

キ
ャ
ン
パ
ス
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ル
に
て
開
催
。
高

い
技
術
力
を
誇
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
注
目
さ

れ
る
日
本
電
子
の
代
表
取
締
役
社
長
・
栗
原
権
右
衛

門
氏
（
明
治
大
学
校
友
・
連
合
駿
台
会
会
員
）
が
講

演
を
行
っ
た
。

●
Ｏ
Ｂ
社
長

▽�

中
央
運
輸
（
陸
運
業
）
＝
赤
澤
善
博
氏
（
一
九
八

八
年
商
学
部
卒
・
四
十
九
歳
）

▽�

エ
イ
ツ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
（
医
薬
品
）
＝
香
取
忠
氏

（
一
九
九
一
年
法
学
部
卒
・
四
十
五
歳
）

●
経
理
研
究
所

公
認
会
計
士
試
験
現
役
合
格
者
二
十
七
人
表
彰

金
融
庁
の
公
認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
は
十
一

月
十
四
日
、
二
〇
一
四
年
の
公
認
会
計
士
試
験
合
格

者
を
発
表
し
た
。
今
回
の
試
験
の
最
終
合
格
者
数
は

千
百
二
人
（
前
年
千
百
七
十
八
人
）
で
、
合
格
率
は

一
〇
・
一
％
（
同
八
・
九
％
）。
明
治
大
学
関
係
者

の
合
格
者
は
四
十
九
人
だ
っ
た
（
十
二
月
十
一
日
現

在
、
明
治
大
学
経
理
研
究
所
調
べ
）。

こ
の
発
表
を
受
け
、
経
理
研
究
所
は
十
二
月
十

二
日
、
現
役
合
格
を
果
た
し
た
学
生
を
対
象
と
し
た

報
奨
金
授
与
式
を
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
・
リ
バ
テ
ィ

タ
ワ
ー
の
矢
代
操
ホ
ー
ル
で
執
り
行
っ
た
。
今
回
報

奨
金
を
授
与
さ
れ
た
現
役
学
生
は
、
商
学
部
十
四

人
、
政
治
経
済
学
部
六
人
、
経
営
学
部
五
人
、
専
門

職
大
学
院
会
計
専
門
職
研
究
科
二
人
の
計
二
十
七

人
。
こ
の
う
ち
、
公
認
会
計
士
養
成
機
関
で
あ
る
経

理
研
究
所
特
別
会
計
研
究
室
に
所
属
す
る
学
生
は
二

十
三
人
だ
っ
た
。

●
世
界
に
広
が
る
協
定
校

四
十
一
ヵ
国・地
域
二
百
四
十
二
大
学
と
協
定

明
治
大
学
は
、
国
立
交
通
大
学
と
大
学
間
協
力

協
定
を
、
成
均
館
大
学
芸
術
学
部
・
芸
術
学
研
究
科

と
部
局
間
協
力
協
定
を
新
た
に
締
結
し
た
。
協
定
校

は
四
十
一
の
国
と
地
域
で
、
二
百
四
十
二
大
学
と

な
っ
た
（
十
一
月
十
七
日
現
在
）。

●
法
科
大
学
院

開
設
一
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

法
科
大
学
院
は
十
一
月
二
十
二
日
、「
法
科
大
学

院
十
年
の
歩
み
と
未
来
へ
の
展
望
」
と
題
す
る
開
設

一
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
駿
河
台
キ
ャ
ン

パ
ス
・
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
に
て
開
催
し
た
。

一
〇
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
長
の
中
山
幸
二

教
授
の
司
会
の
も
と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
部
構
成

で
進
行
。
第
一
部
で
は
、
元
最
高
裁
判
所
長
官
の
島

田
仁
郎
特
別
招
聘
教
授
と
、
村
上
一
博
教
授
（
法
学

部
）
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
周
年
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

第
二
部
で
は
「
専
門
法
曹
養
成
の
展
望
」
を
テ
ー
マ

に
、
四
セ
ン
タ
ー
長
の
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

●
山
形
県
天
童
市
で

「
宮
城
浩
蔵
賞
」授
与
式
と「
理
科
教
育
事
業
」

「
天
童
市
教
育
の
日
・
天
童
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
二
〇
一
四
」
が
十
一
月
二
十
二
日
、
山
形

県
天
童
市
の
天
童
市
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
会
行
事
で
は
、「
宮
城
浩
蔵
賞
」

の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
明
治
大
学
か
ら
伊
藤
光
副
学

長
、
校
友
会
山
形
地
域
支
部
か
ら
中
村
恒
一
支
部
長

が
出
席
し
た
。
天
童
市
と
本
学
は
、
創
立
者
の
一

人
・
宮
城
浩
蔵
の
出
身
地
で
あ
る
こ
と
が
縁
で
、
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
二
〇
一
〇
年
十
一
月
に
締

結
。
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

●
福
井
県
鯖
江
市
で
講
演
会

「
矢
代
操
と
明
治
大
学
」を
開
催

明
治
大
学
は
十
一
月
二
十
三
日
、
福
井
県
鯖
江

市
と
の
連
携
の
一
環
で
、「
矢
代
操
と
明
治
大
学
」

と
題
す
る
講
演
会
を
同
市
の
鯖
江
公
民
館
に
て
開
催

し
た
。
鯖
江
市
と
本
学
は
、
創
立
者
の
一
人
で
あ
る

矢
代
操
の
出
身
地
で
あ
る
こ
と
が
縁
で
、
二
〇
一
一

年
に
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。
そ
の
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
連
携
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

●
明
大
で
産
学
協
同
就
業
力
育
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

主
体
性
と
応
用
力
を
持
っ
た
学
生
を
育
て
る
た
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め
、
新
入
生
を
対
象
に
産
学
一
体
で
実
践
講
座
を
行

う
一
般
社
団
法
人Future Skills Project

研
究
会

（
理
事
長
：
安
西
祐
一
郎
日
本
学
術
振
興
会
理
事
長
・

慶
應
義
塾
学
事
顧
問
）
は
十
一
月
十
九
日
、
駿
河
台

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
で
「
産
学
協
同

就
業
力
育
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
四
」
を
開
催
し

た
。同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
現
在
、
約
四
十
の
企
業

と
二
十
の
大
学
が
参
加
。
人
材
育
成
を
通
じ
て
日
本

の
未
来
を
創
る
取
り
組
み
は
、
そ
の
成
果
と
と
も
に

日
本
の
高
等
教
育
の
現
場
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

◆
駿
台
ト
ピ
ッ
ク
ス

●
第
六
回
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

第
六
回
目
に
な
る

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、

十
一
月
十
四
日
、
千

葉
県・キ
ン
グ
フ
ィ
ー

ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
ペ
リ
ア
方
式

に
よ
る
成
績
結
果

は
、
優
勝
は
ベ
ス
ト

グ
ロ
ス
で
回
っ
た
室

井
恵
明
会
員
（
昭
和

六
十
二
年
・
文
卒
）、
準
優
勝
は
初
参
加
の
桜
井
保

彦
会
員
（
昭
和
五
十
六
年
・
商
卒
）、
第
三
位
は
杉

浦
伸
二
会
員
（
昭
和
四
十
八
年
・
政
経
卒
）。

◆
十
一
月
例
会
出
席
者

青
木
孝
、
青
木
幹
則
、
秋
山
隆
敬
、
圷
昭
二
、
浅

井
宏
、
浅
倉
晴
司
、
安
達
明
正
、
阿
部
倫
明
、
池
田

一
義
、
池
田
勝
也
、
石
川
か
お
り
、
石
川
均
、
石
原

道
勝
、
伊
東
正
博
、
上
西
紘
治
、
海
野
美
津
雄
、
大

石
哲
也
、
大
原
幸
男
、
大
前
実
之
、
大
村
託
現
、
小

國
博
明
、
小
野
寺
弘
三
、
笠
井
正
弘
、
勝
俣
正
義
、

苅
部
彰
夫
、
河
村
博
、
木
野
幸
士
、
木
下
重
次
郎
、

木
村
健
一
、
清
野
明
男
、
日
下
豊
顕
、
沓
掛
英
二
、

小
柴
和
弘
、
小
島
清
治
、
小
谷
野
正
道
、
小
山
修
、

根
田
哲
雄
、
根
田
吉
雄
、
斉
藤
春
夫
、
斉
藤
弘
之
、

齋
藤
柳
光
、
坂
田
貞
夫
、
坂
田
政
一
、
桜
井
保
彦
、

笹
田
学
、
佐
藤
和
正
、
佐
藤
健
、
佐
藤
仁
、
佐
藤

寛
、
眞
田
瞳
、
澤
野
太
嘉
嗣
、
椎
名
茂
樹
、
甚
野

捷
、
杉
浦
伸
二
、
鈴
木
紘
一
、
鈴
木
隆
志
、
関
和

夫
、
髙
澤
徹
、
谷
慈
義
、
谷
原
誠
、
田
村
駿
、
天
童

美
徳
（
代
理
）、
当
山
明
彦
、
德
丸
平
太
郎
、
富
流

水
孝
二
、
中
川
敏
洋
、
長
堀
守
弘
、
中
村
欣
治
、
中

村
豊
、
並
木
洋
一
、
西
尾
勝
治
、
橋
口
隆
、
蓮
池
信

之
、
長
谷
川
進
一
、
馬
場
範
夫
、
林
威
樹
、
原
田

榮
、
福
田
和
彦
、
福
山
紘
太
郎
、
富
士
豊
、
同
ご
友

人
、
藤
巻
伴
英
、
堀
越
孝
、
前
川
一
郎
、
同
ご
友

人
、
益
子
哲
郎
、
松
崎
優
子
、
宮
下
隆
、
宮
本
浩

二
、
向
井
眞
一
、
村
岡
健
、
村
瀬
尚
男
、
同
令
夫

人
、
室
井
恵
明
、
山
上
雅
隆
、
山
口
政
廣
、
山
田
憲

典
、
山
田
朝
彦
、
山
田
勝
、
結
城
康
郎
、
義
江
邦

夫
、
渡
邊
洋
三

【
編
集
後
記
】

年
賀
状
を
喪
中
で
失
礼
し
た
新
春
。
旅
立
っ
た
母
校
の
大

先
達
高
倉
健
さ
ん
の
著
書
『
あ
な
た
に
褒
め
ら
れ
た
く
て
』

を
手
に
あ
れ
こ
れ
感
懐
に
ふ
け
っ
た
。

高
倉
健
こ
と
本
名
・
小
田
剛
一
さ
ん
の
ル
ー
ツ
が
鎌
倉
幕

府
の
北
条
篤
時
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
感
慨
深
か
っ
た
。

一
三
三
三
年
、
一
門
は
執
権
高
時
や
篤
時
を
含
む
八
百
七

十
余
人
が
新
田
義
貞
に
攻
め
ら
れ
自
害
し
た
。
高
倉
さ
ん
は
、

奇
し
く
も
先
輩
の
萬
屋
錦
之
介
さ
ん
の
勧
め
で
鎌
倉
に
お
墓

を
決
め
た
時
に
最
期
の
地
・
宝
戒
寺
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
、

「
怒
り
の
火
の
よ
う
な
も
の
が
身
体
か
ら
ボ
ワ
ッ
と
発
し
た
」

と
書
い
て
い
る
。
そ
こ
に
、
併
せ
持
つ
も
の
の
ふ
と
侠
客
の

イ
メ
ー
ジ
が
重
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
祖
父
が
話
し
て
い
た
、

関
東
武
士
の
端
く
れ
だ
っ
た
と
い
う
わ
が
家
の
ル
ー
ツ
も
重

な
っ
て
、
手
前
勝
手
な
想
い
も
巡
っ
た
。

「
兆
司
さ
ん
へ
の
花
」
の
く
だ
り
は
さ
ら
に
感
慨
深
い
。
一

九
九
〇
年
十
月
十
三
日
、
高
倉
さ
ん
は
理
髪
店
の
テ
レ
ビ
で

大
投
手
村
田
兆
司
の
引
退
試
合
を
観
て
い
た
。
互
い
の
存
在

は
知
っ
て
は
い
て
も
会
っ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、

そ
の
艱
難
辛
苦
の
人
生
に
感
動
し
、
ね
ぎ
ら
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
き
花
束
を
買
う
と
、
自
ら
三
時
間
も
探
し
回
っ
て
村

田
邸
を
訪
ね
る
。
あ
い
に
く
留
守
だ
っ
た
の
で
そ
っ
と
置
い

て
帰
っ
た
と
い
う
。
自
ら
は
「
性
急
」
と
評
し
た
そ
の
行
動

は
、
義
と
情
に
熱
い
そ
の
人
柄
そ
の
も
の
だ
。
し
か
も
、
高

倉
さ
ん
は
ご
存
じ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
村
田
さ
ん
の
不
在

は
新
聞
社
か
ら
専
属
評
論
家
交
渉
を
受
け
て
い
た
た
め
だ
。

実
は
、
そ
の
交
渉
役
が
私
だ
っ
た
。
不
思
議
な
縁
を
四
半
世

紀
を
へ
て
初
め
て
知
る
。

〈
往
く
道
は
精
進
に
し
て　

忍
び
て
終
わ
り
悔
い
な
し
〉

高
倉
健
さ
ん
を
あ
ら
た
め
て
敬
弔
し
、
妄
言
多
謝
。

（
齋
藤　

柳
光
）


